
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査）　 中学校3年　理科　出題のねらい等

自然事象へ
の関心・意
欲・態度

科学的な思
考・表現

観察・実験
の技能

自然事象に
ついての知
識・理解

① (1) ２分野 生命の連続性 中3 （5）ア(イ) 生物の殖え方 身近な生物の殖え方で，植物の無性生殖の特徴を理解していること。 ○ ○

② (2) ２分野 生命の連続性 中3 （5）ア(ア) 細胞分裂と生物の成長 体細胞分裂の順序について正しく並べかえることができること。 ○ ○

③ ア ２分野 生命の連続性 中3 （5）ア(イ) 生物の殖え方 無性生殖の特徴を見いだし，栄養生殖の有用性を考え，表現できること。 ○ ○

④ イ ２分野 生命の連続性　 中3 （5）ア(イ) 生物の殖え方 栄養生殖が作物の栽培に利用されている理由を考え，表現できること。 ○ ○

⑤ (4) ２分野 生命の連続性　 中3 （5）ア(イ) 生物の殖え方 減数分裂について，その仕組みを理解していること。 ○ ○

⑥ (5) ２分野 生命の連続性　 中3 （5）イ(ア) 遺伝の規則性と遺伝子 有性生殖の仕組みを減数分裂と関連付けてモデルで表すことを身に付けていること。 ○ ○

⑦ (6) ２分野 生命の連続性　 中3 （5）ア(イ) 生物の殖え方 有性生殖の特徴を見いだし，その特徴を考え，表現できること。 ○ ○

⑧ (7) ２分野 生命の連続性　 中3 （5）ア(イ) 生物の殖え方 植物の栽培に有性生殖の特徴が活用されていることに興味や関心をもとうとしていること。 ○ ○

⑨ (8) ２分野 生命の連続性　 中3 （5）ア(イ) 生物の殖え方 身の回りの無性生殖を行う生物の例に興味や関心をもとうとしていること。 ○ ○

⑩ Ａ ２分野 気象とその変化　 中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 露点を調べるために，熱を伝えやすい金属のコップを使用する理由を身に付けていること。 ○ ○

⑪ Ｂ ２分野  気象とその変化  中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 露点について，その現象と関連付けて理解していること。 ○ ○

⑫ (2) ２分野 気象とその変化　 中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 霧の発生の仕組みを凝結と関連付けて考え，表現できること。 ○ ○

⑬ (3) ２分野 気象とその変化　 中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 乾湿計と湿度表から湿度を求めることを身に付けていること。 ○ ○

⑭ (4) ２分野 気象とその変化　 中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 露点のときの水蒸気量と飽和水蒸気量の関係を考え，湿度を求めることを身に付けていること。 ○ ○

⑮ (5) ２分野 気象とその変化　 中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 計算により空気中の湿度を求めることを身に付けていること。 ○ ○

⑯ (6) ２分野 気象とその変化　 中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 グラフと飽和水蒸気量の表から凝結する水の量を求めることを身に付けていること。 ○ ○

⑰ (7) ２分野 気象とその変化　 中２ （4）イ(ア) 霧や雲の発生 気温と湿度の関係を関連付けて考え，表現できること。 ○ ○

⑱ (1) １分野 運動とエネルギー　 中3 （5）イ(ア) 仕事とエネルギー エネルギーの大きさについて，日常の事象との関連でみようとしていること。 ○ ○

⑲ (2) １分野 運動とエネルギー　 中3 （5）イ(ア) 仕事とエネルギー 高いところにある物体がもつエネルギーを理解していること。 ○ ○

⑳ (3) １分野 運動とエネルギー　 中3 （5）ア(ア) 力のつり合い 重力の分力である「斜面に沿って転がろうとする力」を，作図で示す力を身に付けていること。 ○ ○

㉑ (4) １分野 運動とエネルギー　 中3 （5）イ(ア) 仕事とエネルギー 速さが同じでも質量が異なれば運動エネルギーが異なることを考え，表現できること。 ○ ○

㉒ (5) １分野 運動とエネルギー　 中3 （5）イ(イ) 力学的エネルギーの保存 起点が同じ高さであれば斜面の長さに関係なく滑り降りた速度は同じになることを考え，表現できること。 ○ ○

㉓ (6) １分野 運動とエネルギー　 中3 （5）イ(イ) 力学的エネルギーの保存 起点が同じ高さであれば斜面の長さに関係なく滑り降りた速度は同じになることを考え，表現できること。 ○ ○

㉔ (7) １分野 運動とエネルギー　　 中3 （5）イ(イ) 力学的エネルギーの保存 実際の運動では，力学的エネルギー以外のエネルギーに変わることを表現していること。 ○ ○

㉕ (8) １分野 運動とエネルギー　 中3 （5）イ(イ) 力学的エネルギーの保存 いろいろなエネルギーが運動エネルギーに移り変わる身近な例について考えようとしていること。 ○ ○

㉖ (1) １分野 化学変化とイオン　 中3 （６）ア(ア) 水溶液の電気伝導性 水に溶けて電離する物質の総称を理解していること。 ○ ○

㉗ (2) １分野 化学変化とイオン　 中3 （６）ア(イ) 原子の成り立ちとイオン 塩酸に含まれるイオンをイオンの記号で示すことを理解していること。 ○ ○

㉘ (3) １分野 化学変化とイオン　 中3 （６）ア(イ) 原子の成り立ちとイオン 陽イオンは原子が電子を放出してできることをモデル図で考え，表現できること。 ○ ○

㉙ (4) １分野 身の回りの物質　 中1 （２）ア(イ) 気体の発生と性質 水素の同定方法を身に付けていること。 ○ ○

㉚ (5) １分野 化学変化とイオン　 中3 （６）ア(ウ) 化学変化と電池 水素イオンが電子を受け取って水素原子になることをモデル図で考え，表現できること。 ○ ○

㉛ (6) １分野 化学変化とイオン　 中3 （６）ア(ウ) 化学変化と電池 電池のモデル図の中で電子の動く向きと電子の流れ，電流の向きの関係を理解していること。 ○ ○

㉜ (7) １分野 化学変化とイオン　 中3 （６）ア(ウ) 化学変化と電池 電子の受け渡しの様子から電流計を正しくつなぐことを身に付けていること。 ○ ○

㉝ (8) １分野 化学変化とイオン　 中3 （６）ア(ウ) 化学変化と電池 化学変化によって電気エネルギーをつくり出す身近な装置について考えようとしていること。 ○ ○
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